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( 2 ) 

特
集

市
町
村
合
併
と
公
民
館

公
民
館
職
員
が
共
に
道
を
進
む
た
め
の
道
標

公 民館かなが、わ

平
成
十
九
年三
月
十一
日 。
相
模
原

市
は、

津
久
井
郡
城
山
町
及
び
藤
野
町

と
の
合
併
に
伴
い、

面
積
三
二
八
.

八

四
平
方
畑、

人
口
七
十
万
五
千
人
の
都

市
と
な
り、

現
在
で
は、

政
令
指
定
都

市
へ

向
け
て
市
民
が
一

丸
と
芯
り
準
備

を
進
め
て
い
ま
す。

そ
の
よ
う
な
中
で、

新
市
の
公
民
館

の、

と
り
わ
け
そ
こ
で
頑
張
る
職
員
の

近
況
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す。

市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館

現
在 、
当
市
の
公
民
館
は 、
旧
市
に

二
十
三
館 、
旧
城
山
町
に一
館 、
旧
津
久

井
町
に
二
館 、
旧
相
模
湖
町
に
二
館 、
そ

し
て
旧
藤
野
町
に
四
館
の
三
十
二
館
で
す 。

各
公
民
館
の
規
模 、
公
民
館
区
内
の
住

民
数
な
ど
の
状
況
は
様々
で
す
が 、
地
域

の
状
況
に
照
ら
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す 。

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
の
取
り

組
み
は 、

年
間
事
業
計
画
で
も
特
色
を
放っ
て
い

ま
す
が 、
い
ず
れ
も
生
活
に
身
近
な
テ

ー
マ
で
学
習
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す 。

キ
ー

ワ
ー
ド
は
継
承
と
共
通
化

住
民
と
公
民
館
が
築
い
て
き
た
文
化

は 、
地
域
の
「
宝」
で
す 。

新
市
の
公
民
館
で
は 、
こ
の
「
宝」

を 、
合
併
後
も
以
前
と
変
わ
る
こ
とな

日ごろの練習成果の発表機会

相模湖・千木良公民館まつり

く
育
む
こ
と
とし
て
い
ま
す 。

ま
た 、
事
務
手
続
き
の
方
法
や 、

「
住
民
主
体の
公
民
館」
とい
う
目
標

に
つ
い
て
も 、
旧
市
と
同様で
あ
り
ま
す 。

旧
市
は 、
首
都
圏
の
中
で
数
少
な
い 、

専
門
部
を
有
し
て
い
る
公
民
館
運
営
体

制
や 、
住
民
が
事
業
企
画
に
主
体的
に

参
画
す
る
「
委
託
事
業
制
度」 、
ま
た

は
住
民
公
募
に
よ
る
「
実
行
委
員
会
制

度」
な
ど
の
手
法
で
住
民
主
体の
実
現

に
努
力
し
て
き
ま
し
た 。
津
久
井
地
域

に
対
す
る 、
こ
の
運
営
体制
や
事
業
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
は 、
現
在
の
とこ

ろ
弾
力
的
に 、
運
営
体制
の
条
件
が
整

い
し
だ
い
実
施
し 、
新
市
公
民
館
の一

体化
を
図
る
予
定
で
す 。

合
併
だ

か
ら
こ
そ
地
域
主
義

当
市
の
公
民
館
は 、
①
教
育
機
関
の

原
則
②
地
域
主
義
の
原
則
③
住
民
主
体

の
原
則
④
無
料
・八ム

平
の
原
則
とい
う

「
四
つ
の
原
則」
を
従
前
か
ら
大
切
に

し
て
き
ま
し
た 。

合
併
後
は 、
事
務
手
続
や
事
業
企
画

.
運
営
を
早
急
に
旧
市
に
合
せ
る
動
き

が
あ
り
ま
す 。
公
民
館
に
も 、
事
務
手

続
き
や
事
業
の
進
め
方
の
共
通
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
が 、
事
業
に
つ
い
て
の
課

題
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は 、
こ
れ
か
ら

も
「
自
ら
の
地
域」
を
主
眼
に
据
え
て 、

住
民
主
体の
実
り
あ
る
活
動
の
展
開
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す 。
つ
ま
り
「
地

域
主
義」
な
の
で
す 。

新
市
公
民
館
職
員
の
道
標

「
継
承
と
共
通
化」
とい
う
テ
l

マ

の
中
で 、
公
民
館
職
員
は
日
々
努
力
を

し
て
い
ま
す 。
住
民
を
事
業
の
客
体と

だ
け
とら
え
る
の
で
は
な
く、

事
業
企

画
運
営
の
主
体とし
て
い
く
こ
とへ
の

変
化
は 、
職
員
主
導
で
事
業
の
企
画
運

営
を
し
て
き
た
職
員
に
とっ
て
は
大
変

な
こ
とで
す 。

職
員
が
事
業
の
企
画
運
営
を
す
る
場

合
と、
住
民
の
参
画
を
得
て
企
画
運
営

を
進
め 、
職
員
が
そ
の
コ
l

デ
ィ
ネ
l

ト
を
行
う
場
合
とで
は 、
準
備
(
担
当

者
とし
て
の
事
前
学
習
な
ど)
な
ど
に

費
や
す
時
間
は
大
き
く
違
い
ま
す 。

ま
た 、
住
民
を
事
業
の
企
画
運
営
の

〈
表
紙〉

小
田
原
酒
匂
川
花
火
大
会

酒
匂
川
花
火
大
会
は 、
小
田
原

の
夏
の
風
物
詩 。
平
成
二
年
に
市

制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
り

ま
し
た 。

ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
た
せ
た
五

千
発
の
花
火
が 、
テ
ー

マ
ご
とに

三
部
構
成
で
展
開
さ
れ 、
夏
の
夜

空
を
彩
り
ま
す 。

会
場
とな
る
酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
は 、
夜
店
が
立
ち
並
び 、

多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
す 。

河
川
敷
や
土
手
な
ど 、
思
い
思
い

の
場
所
で
海
風
に
涼
を
感
じ
・な
が

ら 、
咲
い
て
は
消
え
る
夜
空
の
花

に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
喚
声
が
上
が

り
ま
す 。

圧
巻
は 、
恒
例
とな
っ
た
ナ
イ

ア
ガ
ラ
花
火 。
酒
匂
川
を
横
断
す

る
全
長
三
百
m・
高
さ
三
十
m
の

高
さ
か
ら
川
面
に
降
り

注
ぐ
火
花

の
滝
は
た
とえ
よ
う
の
な
い
美
し

さ
で
す 。

そ
し
て
花
火
と
音
楽
を
シ
ン
ク

ロ
さ
せ
た
音
楽
花
火
の
打
ち
上
げ

で 、
華
麗
な
花
火
ショ
l

は
最高
潮

の
ま
ま
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す 。

田
原
市



主
体とし
て
い
く
た
め
の 、
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
も
必
要
とさ
れ
ま
す 。

そ
こ
で 、
こ
の
課題
を
解
決
す
る
こ

とを
目
的
に 、
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
課の
公
民
館
支
援
チ
l

ム
は 、

津
久
井
地
域
の
公
民
館
職
員
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
具
体的
な
方
法
とし
て 、
現
地

訪
問
支
援(
O
J
T)
の
実
施
と、
「
津

久
井
地
域
公
民
館
等
職
員
連
絡
会
議」

の
設
置
を
実
施
し
ま
し
た 。

こ
の
連
絡
会
議
は 、
津
久
井
地
域
九

公
民
館
の
情
報
交
換
と
実
践
報
告
を
柱

とし
た
職
員
の
相
互
学
習
と、
事
務
手

続
き
な
ど
の
共
通
項
目
に
関
す
る
質
疑

を
中
心
とし
た
学
習
会
で
構
成
し
ま
す 。

こ
の
会
議
が 、
新
た
な
道
に
踏
み
出

し
た
津
久
井
地
域
の
公
民
館
職
員
の
道

標
に
な
れ
れ
ば
と
願っ
て
い
ま
す 。

公 民館かながわ(3 ) 

笑顔がまぶ しい「津久井地域公民館等

職員連絡会議jのメンバー

新市一
体化は公民館職員交流から

こ
の
連
絡
会
議
が
も
た
ら
す
職
員
交

流
は 、
や
が
て
は
公
民
館
同
志
の 、
そ

し
て
事
業
交
流へ
と
発
展
し
て
い
く
は

ず
で
す 。
そ
れ
は
事
業
に
参
加
し
た
市

民
の
交
流
で
も
あ
り

市
域
間
交
流
の
実

現へ
とつ
な
が
り
ま
す 。

⑧細法人錦繍線合会

度告リ公民館総合補償
自治公民館を含むすべての公民館活動を支援する純度ですo
m町村の公民豊富および自治公民館、また社会教事事法iこ1Ëめられたr��ã!館の自民11と曾号するための議後・弱体

であれば、名称の書店{向を鰐わすと加入いただけますa

公
民
館
職
員
の
交
流
は 、
市
民
の
市

域
間
交
流
の
促
進 、
新
市一
体化
を
実

現
す
る
鍵
を
握っ
て
い
ま
す 。
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( 4 ) 公民館かながわ

平成19年度

神奈川県公民館連絡協議会総会報告

f地域社会の創造をめざす公民館」テーマ

~地域の鮮を確かなものと する教育 ・ 学習機関と し て~

平
成
十
九
年
度
の
総
会
が 、
五
月
二

十
五
日(
金)
に
出
席
者
六
十
四
名(
委

任
状
二
十
八
名
を
含
む)
の
も
と 、
藤

沢
市
明
治
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

京
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き 、

神

崎
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た 。

ご
祝
辞
は
神奈
川
県
教
育
委
員
会
教

育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
菅
原
課
長
代

理 、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
高
木
生
涯
学

習
部
長
の
お
二
人
よ
り

頂
戴
し
ま
し
た 。

神崎
会
長
は 、
今
年
度
が
役
員
改
正

の
年
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら 、
引

き
続
き
神奈
川
の
社
会
教
育
発
展
の
た

め
に
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と

を
出
席
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た 。

菅
原
課
長
代
理
か
ら
は
学
校
と
社
会

教
育
と
の
連
携 、
「
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン」
で
の
公
民
館
の
か
か
わ
り 、
さ

ら
に
は
か
な
が
わ
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た 。

ま
た 、
高
木
部
長
は
指
定
管
理
者
制

度
を
今
後
の
課題
に
あ
げ 、
誰
も
が
学

び
続
け
る
豊
か
な
社
会 eつ
く
り
の
た
め

に
も 、
引
き
続
き
よ
り
良
い
公
民
館
事

業
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨

の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た 。

【
平
成
十
九
年
度
事
業
・

予
算
等】

議
題
で
は 、
平
成
十
八
年
度
の
事
業

報
告 、
収
支
決
算
報
告 、
平
成
十
九
年

度
の
事
業
計
画
案 、
予
算
案
が
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、
今
年
度
の
年
間
活
動
テ
l

マ

は 、
主
題
を
「
地
域
社
会
の
創
造
を
め

ざ
す
公
民
館」 、
副
題
を
「
地
域
の
緋

を
確
か
な
も
の
と
す
る
教
育・
学
習
機

関
と
し
て」
と
な
り
ま
し
た 。

な
お 、
テ
l

マ
設
定
の
趣
旨
に
つ
い

て
は 、
昨
年
度
の
内
容
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
も 、
創
造
と
い
う
言
葉
の
中
に
創

造
的
な
活
動 、
取
組
み
に
力
を
入
れ 、

新
し
い
姿
を
探
し
て
い
く
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す 。
ま
た 、
公
民

館
の
存
在
意
義
を
改
め
て
見
直
す
中
で 、

公
民
館
が
教
育・
学
習
機
関
で
あ
る
こ

と
を一
層
強
調
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す 。
さ
ら
に 、
地
域
の
人
々

と
の
つ
な
が
り 、

粋
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
副
題
が
設
定
さ

れ
ま
し
た 。

新
た
な
テ
l

マ
の
も
と 、
総
務
部
会 、

広
報
部
会 、
館
長
部
会 、
主
事
部
会 、

大
会
部
会
を
中
心
と
し
て
魅
力
あ
る
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す 。
ま
た 、

県
公
民
館
研
究
大
会
に
つ
い
て
は 、
川

崎
市
麻
生
市
民
館
に
お
い
て
平
成
二
十

年一
月
二
十
五
日
(
金)
に
行
い
ま
す 。

な
お 、
平
成
十
九
年
度 、
二
十
年
度

の
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

い
た
し
ま
す 。

(
役
員
は
各
部
会
長
ま
で
で
す・
敬

称
略)

会

長

神
崎

節
生

(
学
識
経
験
者)

副

会

長

栗
原

旭

(
秦
野
市
立
南
公
民
館
館
長)

副

会

長

久
保
田
利
房

(
相
模
原
市
立
上
溝
公
民
館
館
長)

副

会

長

京

利
幸

(
学
識
経
験
者)

監

事

青
木

修
司

(
茅
ヶ
崎
市
松
林
公
民
館
館
長)

監

事

長
田

茂

(
箱
根
町
教
育
セ
ン
タ
ー

館
長)

総
務
部
会
長

小
林

雄
介

(
川
崎
市
幸
市
民
館
館
長)

。
副
部
会
長

波
塚

浩
司

(
愛
川
町
生
涯
学
習
課
副
主
幹
兼

社
会
教
育
主
事)

広
報
部
会
長

池
島

康
行

(
横
須
賀
市
生
涯
学
習
課主
任)

。
副
部
会
長

内
田

正
彦

(
平
塚
市
中
央
公
民
館
館
長)

館
長
部
会
長

難
波

善
彰

(
厚
木
市
睦
合
北
公
民
館
館
長)

ク
副
部
会
長

森

俊
彦

(
茅
ヶ
崎
市
南
湖
公
民
館
館
長)

主
事
部
会
長

青
山

茂
雄

(
鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

担
当

係
長)

。
副
部
会
長

宮
台

英
美

(
海
老
名
市
生
涯
学
習
課主
事)

大
会
部
会
長

武
田

拡
明

(
川
崎
市
麻
生
市
民
館
館
長)

。
副
部
会
長

谷
古
宇
和
也

(
相
模
原
市
生
涯
学
習
課公
民
館
支
援

チ
l

ム
主
査
兼
社
会
教
育
主
事)
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生
活
文
化
を
育
む
公
課
館
主

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
とお
り

公
民
館

は
社
会
教
育
法
に
規
定
が
あ
り 、

公
民

館
の
目
的
を
定
め
た
第
二
十
条
に
は

「
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育」
「
生
活

文
化
の
振
興」
と、
条
文
に
「
生
活」
と

い
う
文
言
が
二
つ
も
使
わ
れ
て
い
ま
す 。

私
は
公
民
館
職
員
に
な
り
た
て
の
頃

こ
の
こ
とを
発
見
し
て
新
鮮
な
感
動
を

覚
え
ま
し
た 。
そ
の
感
動
は
今
も
大
事

に
胸
に
し
ま
っ
て
い
ま
す 。

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
高
度
な
情
報
文
化
や
企

業
や
学
校
とい
っ
た
大
き
な
組
織
文
化

に
固
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す 。
様
々

な
文
化
が
隆
盛
す
る
中
で
自
分
た
ち
の

最
も
基
本
で
あ
る
生
活
は
とい
え
ば 、

た
く
さ
ん
の
外
部
の
文
化
が
入
り

込
み

生
活
本
来
の
文
化
は
とて
も
貧
相
に
な

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す 。
最
近

とみ
に
家
庭
教
育
の
重
要
性
が
説
か
れ

て
い
る
の
も
そ
の
表
れ
で
し
ょ
う 。

し
か
し
公
民
館
で
は
戦
後
の
創
設
か

ら
生
活 、
生
活
と
言っ
て
い
た
の
で
す 。

家
族
との
関
係
を
礎
に
し 、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
同
じ
地
域
に
生
き
る
人
た

( 5 ) 

.?ν 

ち
と
共
に
育
ち
育
て
ら
れ 、
語
ら
い
な

が
ら
よ
り
よ
い
生
活
を
築
い
て
い
こ
う

とし
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す 。

た
だ
現
実
の
公
民
館
は
本
当
に
実
際

生
活
に
即
し
生
活
文
化
を
育
ん
で
き
た

の
か 、
生
活
とい
う
言
葉
が
新
鮮
に
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
生
活
か
ら
離
れ
た
存
在

に
な
っ
て
は
い
な
い
か 、
そ
ん
な
疑
問

を
感
じ
な
が
ら
私
は
公
民
館
職
員
とし

て
の
第一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た 。

尉

公
民
館
と
親
子
と
の
関
係
づ
く
り

今
か
ら
六
年
前 、
公
民
館
の
館
報
で

私
は
地
域
の
人
た
ち
に
「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
地
域
の
子
育
て
文
化」
と
呼
び

か
け
ま
し
た 。
生
活
の
中
で
も
多
く
の

家
庭
に
とっ
て
子
育
て
は
大
き
な
部
分

を
占
め
る
も
の
で 、
重
要
な
生
活
課題

で
あ
り
地
域
課題
で
す 。

け
れ
ど
も
着
任
し
た
公
民
館
で
幼
児

を
連
れ
た
親
の
姿
を
み
る
こ
とは
稀
で

し
た 。
娯
楽
や
趣
味
の
講
座
は
あっ
て

も 、
公
民
館
で
子
育
て
中
の
親
た
ち
と

の
関
係
を
つ
く
る
よ
う
な
働
き
か
け
は

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う 。

私は
館報で

「八岸諸手
ら
翠ずの
閣僚

づ
く
り
を」
と呼
び
か
け
る一
方 、
母
親

た
ち
と直
に
話
を
し
よ
う
と
幼児
が
遊ぶ

公
園
や
児
童
館
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た 。

幸
い
熱
心
な
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の

保
育
グ
ル
ー

プ
と出
会つこ
とが
で
き 、
そ

し
て 、
彼
女
た
ち
と一
緒
に
公
民
館
で

子
育
て
講
座
を
行
う
こ
とに
な
っ
た
の

で
す 。
こ
の
講
座
で
は
地
域
の
民
生
委

員
の
方
々
に
私
と一
緒
に
保
育
に
当
た

っ
て
も
ら
い
ま
し
た 。
こ
れ
を
機
に
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
公
民
館
に
気
軽
に

足
を
向
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り 、
地

域
の
中
で
も
子
育
て
を
見
守
る
輪
が
拡

が
っ
て
い
き
ま
し
た 。

そ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
経っ
た
頃 、
保

育
グ
ル
ー

プ
の
お
母
さ
ん
か
ら
電
話
を

も
ら
い
ま
し
た 。
「
き
ょ
う
は
市
の
保

育
グ
ル
ー

プ
同
士
の
情
報
交
換
会
が
あ

っ
た
の
で
す
が 、
こ
ん
な
に
公
民
館
と密

接
な
関
係
が
あ
る
とこ
ろ
は
私
た
ち
だ

け
だ
っ
た
な
ん
て
初
め
て
知
り
ま
し
た 。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。」

彼
女
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
とは
メ
ン
バ

ー
が
変
わ
っ
て
も
そ
れ
か
ら
三
年
問 、

私
が
公
民
館
を
去
る
ま
で
し
ば
し
ば
み

ん
な
で
車座
に
なっ
て 、

平会円
て
の
楽
し

い
こ
とや
つ
ら
い
こ
とな
ど
を
語
り
合

い
ま
し
た 。
私
が
公
民
館
を
去
る
際 、

こ
う
し
た
公
民
館
で
の
語
ら
い

が
生
活
の一
部
に
な
り
自
分
を

み
つ
め
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た

と
彼
女
た
ち
が
話
し
て
く
れ
ま

し
た 。
こ
の
経
験
は
今
い
る
公

民
館
で
も
活
き
て
い
ま
す 。

、

共
に
育
つ
営
み
を

現
在 、
公
民
館
の
あ
り
方
が

問
わ
れ 、
そ
の
基
盤
が
大
き
く

揺

ら
い
で
い
ま
す 。
で
も 、
こ
ん
な

とき
こ
そ
公
民
館
は
よ
り

公
民

館
ら
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す 。

よ
く
公
民
館
の
職
員
研
修
な

ど
で
は
公
民
館
は
教
育
機
関
だ
とい
わ

れ
ま
す 。
し
か
し 、
そ
れ
で
は
公
民
館

に
携
わ
る
者
は
教
育
者
で
し
ょ
う
か 。

同
じ
教
育
で
も 、
相
互
教
育
の
場
で
あ

る
公
民
館
の
職
員
は
学
校
教
育
の
教
員

とは
違っ
た
能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す 。

職
員
に
は
知
識
も
指
導
力
も
必
要
で
す

が 、
私
は
何
よ
り
も
共
に
育
つ
「
共
育

者」
で
あ
り
た
い
と
思っ
て
い
ま
す 。

今
年
四
月 、
こ
れ
ま
で
図
書
室
で
本

の
整
理
な
ど
を
し
て
い
つ
も
私
た
ち
職

員
と一
緒
だ
っ
た
小
学
生
た
ち
が 、
中

学
生
に
な
っ
て
神妙
な
顔
つ
き
で
言っ

て
き
ま
し
た 。
「
私
た
ち
中
学
生
に
な

っ
て
も
公
民
館
に
来
て
い
い
で
す
か 。

ま
た
い
ろ
ん
な
体験
が
し
た
い
で
す 。」

い
ま
土
曜
日
は 、
こ
の
中
学
生
の
仲

間
た
ち
と
新
し
い
小
学
生
も
加
わ
っ
て

の
お
は
な
し
会
な
ど
で 、
に 、ぎ
や
か
に

笑
い
声
が
館
内
に
響
い
て
い
ま
す 。
私

た
ち
職
員
も
彼
ら

と
共
に
成
長
し
て

い
ま
す 。

神奈
川
県
内
の

公
民
館
で
は
こ
こ

に
書
い
た
よ
う
な

さ
さ
や
か
な
「
共

育」
の
営
み
が
各

地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す 。
そ
の
灯
を

大
切
に 、
消
さ
な

い
で
く
だ
さ
い 。
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やが簡の自慢害警や
J藤沢市立藤沢公民館

藤
沢
市
は 、
人

口
四
十
万
人
を
超

え
る
湘
南
地
区
の

中
核
都
市
で 、
市

内
を
十
三
地
区
に

分
け 、
そ
の
各
地

区
に
公
民
館
が
あ

り
ま
す 。

東
海
道
五
十
三

次
の
宿
場
の一
つ

「
藤
沢
宿」
の
位

置
に
あ
る
藤
沢
公

民
館
が 、
平
成
十

八
年
度
に
主
催
し

た
事
業
「
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

講
座」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す 。

こ
の
講
座
は 、

普
段
あ
ま
り

公
民

館
とは
関
わ
り
が

少
な
い 、
高
校
生

や
大
学
生
を
対
象

と
し
た
も
の
で 、

藤
沢
公
民
館
で
も

唯一
の
青
年
対
象

事
業
で
す 。

ま
た 、
対
象
と

な
る
高
校
生・
大

学
生
は 、
す
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
し
て
意
識
の
あ

『青年ボランティア体

る
学
生
や 、
進
路
を
福
祉
に
決
め
て
い

る
よ
う
な
学
生
で
は
な
く 、

「
福
祉」

とい
う
言
葉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
慣
れ

て
い
な
い
方
で
す 。

そ
の
た
め
「
福
祉
を
楽
し
く
知
ろ

う」
や
「
福
祉つ
て
な
l

に
?」
な
ど 、

な
る
べ
く
敷
居
が
低
く
な
る
よ
う
な
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
参
加
し
や
す
い

工
夫
を
し
ま
し
た 。

講
座
の
開
催
時
間
は 、
金
曜
日
の
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
とし 、

内
容
は 、
全
五
日
の
体
験
型
の
講
座
と

】し
土品
】し
れ~ 。

一
日
目 、
二
日
目
は
市
役
所
市
民
健

康
課か
ら
保
健
師
を
講
師
と
し
て
招
き 、

「
心
の
健
康」
と
「
高
齢
者
の
気
持
ち

を
理
解
す
る」
を
テ
l

マ
とし
ま
し
た 。

「
心
の
健
康」
で
は 、
講
師
に
質
問

を
し
な
が
ら 、
とて

も
熱
心
に
受
講
し
て

い
ま
し
た 。

「
高
齢
者
の
気
持

ち
を
理
解
す
る」
で

は 、
高
齢
者
体
験
グ

ッ
ズ
を
全
身
に
身
に

つ
け
「
お
年
寄
り
は 、

こ
ん
な
に
大
変
な
ん

だ
!」「

歩
く
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
な
い
の
は
し

ょ
う
が
な
い
よ
ね」

な
ど
驚
き
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た 。

三
日
目 、
四
日
目
は
市
内
の
福
祉
施

設
で
実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
の
方
を

招
き 、
「
車
椅
子
の
目
線
で
考
え
よ

う」
と
「
目
の
不
自
由
な
方
の
気
持
ち

は
?」
を
テ
l

マ
とし
ま
し
た 。

「
車
椅
子
の
目
線
で
考
え
よ
う」
で

は 、
実
際
に
車
椅
子
に
乗
り 、

公
民
館

の
外
を
回
り 、

公
民
館
三
階
調
理
室(
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

は
あ
り
ま
せ
ん)
ま
で
車

椅
子
を
持
ち
上
げ
(
人
は
乗っ
て
い
ま

せ
ん) 、
車
椅
子
に
乗っ
た
ま
ま 、
ケ
ー

キ
を
切っ
た
り 、
お
茶を
入
れ
て
み
た
り 、

い
か
に
不自
由
か 、
ま
た 、
工
夫
が
必
要

で
あ
る
とい
う
こ
とを
学
習
し
ま
し
た 。

「
目
の
不
自
由
な
方
の
気
持
ち

は
?」
で
は 、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た

状
態
で
公
民
館
の
外へ
出
て 、
道
路
や

階
段
を
歩
き 、
教
室
で

お
弁
当
を
食べ 、
お
茶

を
飲
む
な
ど
し
ま
し
た 。

「
物
が
見
え
な
い
の

で 、
何
が
ど
こ
に
あ
る

の
か 、
細
か
く

説
明
し

て
も
ら
わ
な
い
と
不
安

で
す」
な
ど
の
意
見
が

あ
り 、
声
を
お
か
け
す

る
こ
との
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た 。

五
日
目
は
「
バ
リ
ア

フ
リ
l
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン」
を
テ
i

マ
に 、

務総

藤
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
か
ら
講
師

を
招
き 、
様
々
な
障
害
特
性
に
あっ
た

ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
学
び 、
特
に 、
ロ

ー
リ
ン
グ
バ
レ
l

体
験
で
は
楽
し
く

夢

中
に
な
り
な
が
ら
汗
を
流
し
ま
し
た 。

そ
の
後 、
福
祉
施
設
の
「
ま
つ
り」

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 、
施
設
職
員

の
協
力
の
も
と
行い
ま
し
た 。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行っ
て
い
る
とき

の
受
講
生
は 、
講
座
を
受
講
し
て
い
る

とき
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
と
違
い 、
楽

し
そ
う
で
優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
で 、

全
講
座
を
補
佐
し
て
い
た
だ
い
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
l

役
の
講
師
が
初
日
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
時
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自

分
の
た
め」
と、
発
言
し
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た 。



サ
ー

ク
ル
紹
介

公民館かながわ( 7 ) 

(
1)

 
海
老
名
郷
土
料
理
O
B
会

海
老
名
中
央
公
民
館

こ
の
会
の
茶
鰻
頭
作
り
も
回
数
を
重

ね
て
練
習
す
る
た
び
に
上
達
し 、
最
近

で
は
市
の
南
高
齢
者
施
設
に
て
入
居
者

の
方
々
と一
緒
に
作
り 、
で
き
た
て
の

お
や
つ
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す 。
昨

年
か
ら
ま
だ
二
度
目
の
経
験
で
し
た
が 、

と
て
も
喜
ん
で
待っ
て
い
て
下
さ
っ
て 、

出
来
上
が
り
の
フ
カ
フ
カ
の
温
か
い
茶

鰻
頭
を
手
に 、
三
時
を
待
て
ず
口
に
運

ぶ
方
も
あ
り
ま
し
た 。

こ
の
様
に
共
に
幸
せ
を
感
じ 、
会
員

の
方
々
も
自
分
の
為
ば
か
り
で
な
く、

機
会
あ
る
ご
と
に
教
わ
っ
た
事
を
少
し

で
も
社
会
貢
献
が
出
来
れ
ば
と
会
員一

同
楽
し
み
な
が
ら
行っ
て
い
ま
す 。

海
老
名
の
郷
土

料
理
を
通
し
て 、

昔
か
ら
の
料
理
に

加
え 、
今
の
時
代

に
も
合、つ
物
も
勉

強
し 、

大
切
な
食の

原
点
を
次
の
世
代

の
方
々
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と

思っ
て
お
り
ま
す 。

福
井
直
子

私
達
郷
土
料
理
O
B
会
は
平
成
十
三

年
三
月
に
中
央
公
民
館
講
座
の
太
巻
き

飾
り
寿
司
の
講
習
を
受
け
た
方
々
が
こ

の
ま
ま
続
け
て
勉
強
し
た
い
と 、
す
ぐ

O
B
会
を
発
足
し
ま
し
た 。
引
き
続き
栗

原
先
生
に
昔
か
ら
こ
の
土
地
に
伝
わ
る 、

行
事食
と
か
和
菓
子、
人
寄
せ
料
理 、
そ

し
て
農
家
の
新
鮮
野
菜
を
使っ
た
日
頃

の
食
車
に
出
る
保
存
食
を
含
め
た
お物
苓木

等 、
四
季を
感
じ
る
旬の
物
を
利
用
し
毎

月
第一
金
曜
日
に 、
四
十
代
か
ら
七
十
歳

台
の
方
々
ま
で
現
在
十
五
名
の
会
員
が
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

行っ
て
お
り
ま
す 。

又 、
会
員
の
方
の
家
庭
で
収
穫
さ
れ

た
野
菜
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
い
た
日

は一
品 、
二
品
と
会
員
同
士

の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
特

別
メ
ニ
ュ
ー

が
増
え
る
日
も

た
び
た
び
で
す 。

又 、
初
め
て
の
太
巻
飾
り

寿
司
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
繰

り

返L嬢t、
黍
思」
と
の梅

干
作
り 、

味噌作りも
毎
年
行

い 、
三
月
の
公
民
館
祭
り
に
は 、

昔
か
ら
の
漬
け
方
の
本
物
の

梅
干
も
販
売
し 、
け
ん
ち
ん

汁
と
お
に
ぎ
り
セ
ッ
ト

が
毎

年
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す 。

\ 

サ
ー

ク
ル
紹
介
(
2)

 

『
夢・
サ
ー
ク
ル
刻
遊』
が
大
井
町

中
央
公
民
館
で
活
動
を
始
め
て 、
十
四

年
を
迎
え
ま
し
た 。
当
会
は 、
日
本
刻

字
協
会
理
事
の
矢
津
藤
雄
先
生
の
ご
指

導
の
も
と 、
多
岐
に
わ
た
る
人
生
経
験

を
持
つ
四
十
代
か
ら
六
十
代
の
人
た
ち

が 、
自
由
間
達
な
雰
囲
気
の
中 、
月
に

一
度
主
に
第
三
月
曜
日
の
十
三
時
か
ら

十
七
時
に
集
い 、
各
人
が
熟
語 、
こ
と

わ
ざ 、
漢
詩
な
ど
を
木
版
に 、
ま
た 、

印
石
材
に
落
款
を
刻
し
ま
す 。

刻
字
は 、
古
代
か
ら
の
歴
史
で
見
ら

れ
る
よ
う
に 、
石
や
木
に 、
甲
骨
文
字

や
絵
が
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が 、
約
二
二
O
O
年
前 、

秦
の
始
皇
帝
が
国
家
を
統一
し 、
同
時

に
文
字
書
体が
統一
さ
れ
ま
し
た 。
私

た
ち
は 、
そ
の
頃
の
文
字
を
基
に

か
万u
や

η
ノ
ミ“
を
使っ
て
彫っ
て

い
ま
す 。

私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル
の
モ
ッ
ト
ー

は 、

刻
遊
の
η

遊山
の
字
が
示
す
よ
う
に 、

気
ま
ま
に
楽
し
く
お
互
い
を
認
め
合
い 、

進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
思
想
と
し
て
お

り 、
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
多
い
こ
と
で

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す 。

私
た
ち
の
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て 、

十
月
の
大
井
町
文
化
祭 、
三
月
に
東
京

夢
・
サ
ー
ク
ル
刻
遊

大
井
町
立
中
央
公
民
館

都
美
術
館
に
て
日
本
刻
字
協
会
主
催
毎

日
新
聞
社
後
援
で
開
催
さ
れ
る
日
刻
展

を
励
み
に
し
て
い
ま
す 。

現
在 、
西
湘
地
区
で
刻
字
を
活
動
内

容
と
し
て
い
る
の
は
当
会
だ
け
で
す
の

で 、
近
隣
の
方
の
入
会
を
歓
迎
い
た
し

ま
す 。
興
味
の
あ
る
方
は 、
是
非一
度

覗
い
て
み
て
下
さ
い 。

兼
自奇

冗
喜一吋



( 8 ) 

噛
司馬
品V
R3
@
一

言

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部

鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

担
当
係
長

茂雄青山

公民 館かながわ

『
生
涯
学
習
教
育
の
推
進
に
つ
い
て』

こ
の
四
月
に
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
配
属
さ
れ
ま
し
た 。
そ
れ
ま
で
市

長
部
局
の
税
務 、
建
設
部
門
等
が
長
く 、

経
験
の
な
い
社
会
教
育
分
野
で
と
ま
ど

い
を
感
じ
ま
し
た 。
新
し
い
仕
事
は 、

一
言
で
い
う
と生
涯
学
習
教
育
の
推
進

とい
う
こ
とで
す
が 、
中
堅
職
員
とし

て
の
三
十
年
間
の
経
験
を
生
か
す
場
と

考
え 、
早
速
に
資
料
な
ど
読
み
な
が
ら 、

取
り

組
ん
で
い
ま
す 。
で
は 、
鎌
倉
市

の
状
況
を
紹
介
い
た
し
ま
す 。

当
セ
ン
タ
ー

は 、
鎌
倉
駅
東
口
交
通

広
場
か
ら
東
の
若
宮
大
路
に
向
か
っ
て

歩
い
て
す
ぐ 、
三
分
位
で
松
並
木
の
あ

る
大
路
の
向
こ
う
側
に
見
え
て
き
ま
す 。

昭
和
五
十
七
年
に
設
立
さ
れ 、
源
頼
朝

の
時
代
に
街
区
原
型
の
作
ら
れ
た一
番

の
目
抜
き
通
り
に
立
脚
し 、

市
民
の
学

習 、
芸
術
等
活
動
の
場
とし
て 、
鎌
倉

を
創
出
す
る
地
域
拠
点
とな
っ
て
い
ま

す 。平
成
十
四
年
に 、
公
民
館
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
とい
う
名
称
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
が 、
そ
の
前
年
に 、
昭
和
五

十
五
年
頃
か
ら
公
民
館
活
動
を
支
え
て

き
た
約
二
十
名
の
社
会
教
育
委
員
を
中

心
に 、
公
募
市
民
が
加
わ
り
六
十
二
名

か
ら
成
る
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た 。
こ
の
推
進
委
員
会
方
式

で
は 、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画 、
広

報
等
の
運
営
を
委
員
会
に
委
託
す
る
こ

とで 、
い
わ
ば
行
政
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
で
あ
る
問
委
員
会
との
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
とし
て
行っ
て
い

ま
す 。
事
務
室
隣
に
推
進
委
員
の
た
め

の一
室
が
提
供
さ
れ 、
企
画 、
会
議 、

編
集 、
印
刷
な
ど
こ
ま
め
に
精
力
的
に

作
業
す
る
場
とな
っ
て
い
ま
す 。
市
側

は 、
活
動
場
所 、
制
度
的
助
言 、
財
政

面
等
で
支
援
し 、
一
方 、
長
年
社
会
教

育
分
野
を
経
験
し 、
人
脈
の
豊
富
な
委

員
か
ら
は 、
市
民
の
ニ
l

ズ
に
即
応
し

た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す 。

当
時 、
財
政
難
の
お
り 、
N
P
O
の

活
用 、
民
間
組
織
との
パ
ー
ト

ナ
ー

シ

ッ
プ
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
き
て
お
り 、

推
進
委
員
会
方
式
で
の
組
織
体制
が
実

現
し
た
こ
とは 、
運
営
の
コ
ス
ト

低
減

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
善
意
や
使
命
感
に

負っ
て
い
る
こ
とに
な
り 、

行
政
とし

て
は
感
謝
に
尽
き
せ
ぬ
恩
恵
を
受
け
て

い
ま
す 。

最
後
に
人
材
交
流 、
人
材
確
保
が
い

か
に
大
切
か
とい
う
こ
とを
感
じ
る
中

で 、
皆
様
の
お
仕
事
の
ご
躍
進
を
祈
願

い
た
し
ま
す 。

\ 
編

記

集

後

新
年
度
を
迎
え 、
広
報
部
会
の
メ
ン

バ
ー
も一
新 、
大
海
に
船
出
す
る
小
船

の
よ
う
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら 、

現
実
は
瞬
く
聞
に
編
集
期
間
が
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た 。

原
稿
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
様 、

連
絡
調
整
等
図っ
て
い
た
だ
い
た
関
係

市
町
村
の
職
員
の
皆
様
に
は
快
く
ご
協

力
い
た
だ
き 、
こ
こ
に
「
公
民
館
か
な

が
わ」
ぬ
臼
号
を
発
行
す
る
こ
とが
で

き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す 。今
後
とも
部
会一
同 、
更
に
内
容
の

充
実
に
努
め 、
親
し
み
ゃ
す
い
紙
面
づ

く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で 、

皆
様
に
は
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

【
広
報
部
会}

池
島
康
行
(
横
須
賀
市)

内
田
正
彦
(
平
塚
市)

西
山
正
徳
(
大
和
市)

山
崎

清
美
(
座
間
市)

小
泉

隆
雄
(
南
足
柄
市)
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泰
幸
(
愛
甲
教
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事
務
所)


